
（様式①）

[環境創造 局] ８款６項１目 （単位：千円）

事業費 市債+一財 事業費 市債+一財 事業費 市債+一財

1 公園整備事業 15,447,613 12,016,900 15,524,899 11,983,524 △ 77,286 33,376 〇

2
野毛山動物園等の
魅力づくり事業

335,000 196,500 0 0 335,000 196,500 〇

3 緑地整備事業 15,000 0 55,000 0 △ 40,000 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

計 15,797,613 12,213,400 15,579,899 11,983,524 217,714 229,876

事　業　計　画　書　目　次

計画
書頁 事　　業　　名

令和５年度 令和４年度 増△減（５－４）
新
規
・
拡
充



(様式②-1）

局 課
■ 施設等整備費 □ その他

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

本資料は、公正・適正に作成しました。 坂井　和洋 木下　博文 田中　菜緒

細事業合計 15,447,613 15,524,899 ▲ 77,286

課長 係長

15,524,899 ▲ 77,286 工事費の減等

事業スケジュール

・土木事務所に寄せられる市民の要望等に対応した身近な公園の修繕・改修
・都市基幹公園等の長寿命化計画、施設点検等に基づき公園施設の改修・再整備
・地域の実情に応じた公園不足地域の新設公園の整備（地域の要望等→計画策定→用地購入→整備）
・市の政策的課題に対応した返還跡地等の大規模公園（小柴、舞岡町、深谷、上瀬谷）の整備　等

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

公園整備事業 15,447,613

60 60 60

か所 実績 55 56

６年度 ７年度 ８年度

新設・再整備
の公園数

単位 目標 60 60 60 60

事業指標 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

根拠法令・方針決裁等 都市公園法、同法施行令・横浜市公園条例、同条例施行規則・横浜市福祉のまちづくり条例、同条例施行規則

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　都市公園は市民に憩いや安らぎをもたらすほか、レクリエーションの場の提供など快適に生活するためにはなくてはな
らない存在です。また、生き物の生育・生息環境の保全や環境保全、防災機能の向上に寄与し都市の中で重要な役割を
担っています。
　本事業では、市民の暮らしを支え、豊かにするとともに、横浜の都市としての魅力をより一層高めるため、こうした多
様な機能を持つ都市公園の新設・再整備、改良を推進します。

根拠・データ等
市内における公園の新設・再整備
＜実績推移＞26～29年度計239か所

12,297,700

事業概要

　居住地から歩いていける身近な公園の整備や、緑の七大拠点等、市内にまとまって残された水・緑環境の保全及び活用
を推進します。
　また、公園の持つ機能が十分発揮できるよう地域のニーズを反映しながら、再整備改良事業を計画的に実施することに
より「緑」の総量の維持・向上に取り組み、都市における快適で安全な緑の空間を創造し、市民生活に供していきます。
　さらに、基地跡地における大規模な土地利用転換の機会を活用した新たな公園整備を進めます。

事業開始年度 昭和33年度

12,108,625 12,108,524 12,108,524 12,108,524
決
算

14,831,652 12,395,824 13,384,719
13,318,621 11,282,582

令和８年度
予
算

15,950,306 15,128,409 15,774,809 15,774,899 15,774,899 15,774,899
12,629,911 12,661,473

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度

7,679,000 4,304,524
増△減 △ 77,286 △ 151,255 0 13 40,580 470,000 △ 436,624

令和４年度 15,524,899 3,541,320 0 55 0

2,743,000 154,767
単独事業 9,140,351 0 0 68 21,150 5,406,000 3,713,133
補助事業 6,307,262 3,390,065 0 0 19,430

令和５年度 15,447,613 3,390,065 0 68 40,580 8,149,000 3,867,900

寄附金 市債 一般財源

4 施策指標 1

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 諸収入

前年度事業名称

事業名称 公園整備事業 政策番号 31 政策指標 1 施策番号

事業評価書番号 8-6-1-1
事業区分

歳出予算科目 一般 会計 8 6 1 枝番号

令和　５年度　事業計画書

事業局課 環境創造 みどりアップ推進
新規拡充 □ 新規 ■ 拡充



(様式②-1）

局 課
■ 施設等整備費 □ その他

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

本資料は、公正・適正に作成しました。 坂井　和洋 木下　博文 田中　菜緒

細事業合計 335,000 0 335,000

課長 係長

0 335,000 （新規事業）

事業スケジュール

R5：動物園リニューアルプラン策定、動物園なかよし広場ふれあいコーナー（屋根設置、獣舎改修、トイレ改修）、なか
よし広場休憩所改修、大池前広場改修等の設計、その他施設の改良等
R6：動物園なかよし広場ふれあいコーナー（屋根設置、獣舎改修、トイレ改修）、なかよし広場休憩所改修、大池前広場
改修等

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

野毛山動物園等の魅力づくり事業 335,000

事業の推進 事業の推進 事業の推進

- 実績 - -

６年度 ７年度 ８年度

野毛山動物園
等の魅力づく
り事業の推進

単位 目標 - - - 事業の推進

事業指標 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

根拠法令・方針決裁等 都市公園法、同法施行令・横浜市公園条例、同条例施行規則・横浜市福祉のまちづくり条例、同条例施行規則

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

　野毛山動物園は、開園から70年が経過し、施設全体の老朽化が進んでおり、来園者数も、市内の他の動物園と比較し大
きく減少しています。また、動物園の周辺には様々な公共施設が集まっています。
　動物園等において子どもたちや観光客など来園者音ターゲットに合わせた施設の充実を図るため、野毛山動物園のリ
ニューアルプランを策定するとともに、施設の魅力アップに向けて先行的に整備を実施することで、子育て世帯の来園者
数を増やし、子育てしたいまちの魅力・ブランド力向上につなげます。

根拠・データ等

〇野毛山動物園来園者数の推移
(H27)1,095,448、(H28)844,401、(H29)721,131、(H29)721,131、(H30)638,518、(R1)548,927、(R2)390,886、(R3)500,925

〇令和４年度子育て世帯アンケート調査　あなたにとって、横浜の魅力だと思うものは？
　１位（52,3％）多彩なイベントやお出かけスポットがある（動物園、花火、潮干狩り、果物狩りなど）

0

事業概要

　野毛山動物園は、開園から70年が経過し、施設全体の老朽化が進んでおり、来園者数も、市内の他の動物園と比較し大
きく減少しています。また、動物園の周辺には様々な公共施設が集まっています。
　動物園等におい子どもたちや観光客など来園者音ターゲットに合わせた施設の充実を図るため、野毛山動物園のリ
ニューアルプランを策定するとともに、施設の魅力アップに向けて先行的に整備を実施することで、子育て世帯の来園者
数を増やし、子育てしたいまちの魅力・ブランド力向上につなげます。

事業開始年度 令和5年度

0 40,000 0 0
決
算

0 0 0
0 0

令和８年度
予
算

0 0 0 40,000 0 0
0 0

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度

0 0
増△減 335,000 128,500 0 0 10,000 170,000 26,500

令和４年度 0 0 0 0 0

120,000 8,500
単独事業 78,000 0 0 10,000 50,000 18,000
補助事業 257,000 128,500 0 0 0

令和５年度 335,000 128,500 0 0 10,000 170,000 26,500

寄附金 市債 一般財源

5 施策指標

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 諸収入

前年度事業名称

事業名称 野毛山動物園等の魅力づくり事業 政策番号 31 政策指標 1 施策番号

事業評価書番号 -
事業区分

歳出予算科目 一般 会計 8 6 1 枝番号

令和　５年度　事業計画書

事業局課 環境創造 みどりアップ推進
新規拡充 ■ 新規 □ 拡充



(様式②-1）

局 課
■ 施設等整備費 □ その他

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

本資料は、公正・適正に作成しました。 坂井　和洋 木下　博文 田中　菜緒

細事業合計 15,000 55,000 ▲ 40,000

課長 係長

55,000 ▲ 40,000 対象経費の減

事業スケジュール

令和４年度：樹林地の法面保全の推進、老朽化の著しい木製施設の更新
令和５年度：樹林地の法面保全の推進、老朽化の著しい木製施設の更新
令和６年度：樹林地の法面保全の推進、老朽化の著しい木製施設の更新
令和７年度：樹林地の法面保全の推進、老朽化の著しい木製施設の更新
令和８年度：樹林地の法面保全の推進、老朽化の著しい木製施設の更新

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

緑地整備事業 15,000

推進 推進

- 実績 推進 推進

老朽化の著し
い木製施設の

更新

単位 目標 推進 推進 推進 推進 推進

推進 推進 推進

- 実績 推進 推進

６年度 ７年度 ８年度

樹林地の法面
保全

単位 目標 推進 推進 推進 推進

事業指標 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

根拠法令・方針決裁等

首都圏近郊緑地保全法/首都圏近郊緑地保全法施行令/横浜市首都圏近郊緑地保全法施行細則
都市緑地法/都市緑地法施行令及び同施行規則/横浜市都市緑地法施行細則
緑の環境をつくり育てる条例/緑の環境をつくり育てる条例施行規則
急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

市民の森等の緑地は、市民に良好な景観と環境を提供し、「未来に引き継ぐ環境資源」の一つとして、安全で市民に親しめ
る樹林となるよう整備を進めます。
また、既存施設についても、市民の安全かつ快適なレクリエーション活動に供するため、老朽化や突発的に破損した施設に
ついて施設改良を行います。

根拠・データ等
・事業費
＜実績推移＞平成30年度42,386千円、令和元年度405,436千円、令和２年度19,121千円、令和３年度26,384千円

0

事業概要
良好な樹林地を市民の憩いの場、自然とのふれあいの場として保全・活用するため、また、市民の安全を確保するために施
設整備や急斜面地の防災工事を行います。

事業開始年度 昭和49年度

0 0 0 0
決
算

405,436 19,121 26,384
387,438 0

令和８年度
予
算

33,411 25,000 35,000 15,000 15,000 15,000
7,411 0

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度

0 0
増△減 △ 40,000 0 0 0 △ 40,000 0 0

令和４年度 55,000 0 0 0 55,000

0
単独事業 15,000 15,000 0
補助事業

令和５年度 15,000 0 0 0 15,000 0 0

協働の森基金繰入金 市債 一般財源

2 施策指標

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 諸収入

前年度事業名称

事業名称 緑地整備事業 政策番号 31 政策指標 1 施策番号

事業評価書番号 8-6-1-2
事業区分

歳出予算科目 一般 会計 8 6 1 枝番号

令和　５年度　事業計画書

事業局課 環境創造 みどりアップ推進
新規拡充 □ 新規 □ 拡充
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